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大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会

○ 2025年大阪・関西万博開催に向けた準備が本格化するなか、夢洲地区に流入する車両等が港湾物流
に与える影響が懸念されていることを踏まえ、港湾関係者において現状・課題、周辺情報について
情報交換・共有することを目的に、国際物流戦略チーム幹事会の下に「大阪港夢洲地区の物流に関
する懇談会」を設置。

○ これまで、2019年12月に第１回、2021年２月に第２回を開催。第３回となる今回は、現時点におけ
る夢洲における物流交通対策等について情報交換を行ったほか、夢洲等を通過する交通（通過交
通）への対応等について意見交換を行った。

○ 国際物流戦略チームが今年度中に変更する予定の「今後の取組」に、今回の議論を反映する予定。

■構成員：
◎上村多恵子 ロジスティクス経営士
桝谷 英樹 大阪港運協会 理事（業務部長）
村木 亮一 夢洲コンテナターミナル株式会社 事業所長
北畑 光一 株式会社辰巳商会 常務取締役（複合輸送本部長）
滝口 敬介 一般社団法人大阪府トラック協会 専務理事
友田 伸治 阪神国際港湾株式会社 常務執行役員
神田 彰 公益社団法人関西経済連合会 理事・地域連携部長

◎：座長 ※敬称略・順不同

■第３回大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会の主な議事：
• ＣＯＮＰＡＳの取り組み状況
• 夢洲における物流交通対策の進捗状況
• ２０２５年日本国際博覧会 来場者輸送対策協議会の検討状況 等

■開催実績：
2019年12月２日 第１回開催
2021年２月８日 第２回開催
2022年１月20日 第３回開催

大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会

国際物流戦略チーム 幹事会

国際物流戦略チーム 本部会合

体制図

第３回会議 （2022年１月20日） の状況
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議事概要

 ＣＯＮＰＡＳの取り組み状況について

令和３年８月～９月実施した「神戸港 第２回ＣＯＮＰＡＳ試験運用」の実施
概要及び効果検証の結果、大阪港で計画している試験運用の概要等について近
畿地方整備局より説明。

 夢洲における物流交通対策の進捗状況について

夢洲及び周辺の交通インフラ整備の状況や、物流交通対策の進捗状況等につい
て大阪港湾局より説明。

 2025年日本国際博覧会 来場者輸送対策協議会の検討状況について

会場周辺の交通量予測、夢洲等の通過交通量の推計、万博交通及び一般交通に
対するマネジメントの取組イメージについて日本国際博覧会協会より説明。



阪神港におけるCONPASの導入
１．CONPASとは

ＣＯＮＰＡＳ（Container Fast Pass）は、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を
図ることでコンテナ物流の効率化及び生産性向上を実現することを目的として、国土交通省が開発したシステム。

CONPAS導入前 CONPAS導入後

• ゲートでドライバーが持参した書類を確認し入場

• 入場手続き後、新たに発行される書類によりトレーラーの行き
先を指示

• 手続き未了により搬出できないコンテナを誤って取りに来る事
案も発生

• ゲートでドライバーが所有するPSカード（身分証）を読み取り入場
• 入場手続き後、ドライバーの携帯端末にトレーラーの行き先を表示

• 事前にコンテナの搬出可否を確認することにより、手続き未了のコンテ
ナを誤って取りに来る事案を解消

２．CONPASの特徴

３．神戸港での第2回試験運用について

• 神戸港PC18にて、2021年3月の第1回に引き続き、2021年8月23日（月）～2021年9月
3日（金）に第2回試験運用を実施。今回は初めて営業コンテナを対象として、輸入の実
入りコンテナ搬出に係る試験運用を実施。参加店社も第1回より大幅に拡大。

• ①搬出予約制度、②貨物情報の事前確認、③PSカードの活用、④携帯端末による行先
表示の 各機能の運用を確認するとともに、②、③及び④の機能によるゲート処理効率化
の効果を検証。

４．神戸港での試験運用の結果

５．大阪港での試験運用について

• ②、③及び④の機能によるゲート処理効率化の効果を検証した結果、CONPASを利
用したトレーラー（CONPAS車）については、利用しないトレーラー（非CONPAS車）
に比べて、1台あたりのゲート処理時間が約６～８割削減される結果となった。

第1回試験運用 第2回試験運用

参加店社 3社 15社

予約本数 10本 (非営業コンテナ） 83本（営業コンテナ）

試験運用の結果（神戸港）
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参加店社 8社

予約本数 14本 (営業コンテナ）

• 2022年1月27日（木）、28日（金）に大阪港DICTにて第1回試験運用を実施。営業コン
テナを対象としたシステムフローについて一連の動作確認を実施。

①PSカードの読み取り ②ドライバーの携帯端末
に行先が表示

試験運用の様子（大阪港）



【8】鉄道（南ルート）
北港テクノポート線の夢洲駅までの整備

【5】夢洲幹線道路（周辺道路改良含む）
４車線道路を６車線に拡幅

【2】舞洲幹線道路
此花大橋と夢舞大橋の拡幅に合わせた
幹線道路の車線拡幅（路面標示書替、
ガードレール撤去）

【1】此花大橋
４車線を６車線に拡幅
歩道部の車道への変更など

【4】夢舞大橋
４車線を６車線に拡幅
（ガードレール撤去等、橋面整備）

【9】係留施設等
小型旅客船用の海上
アクセス確保

【3】舞洲東交差点
立体交差など交差点改良

Ｎ

舞洲

夢洲

咲洲

【7】観光外周道路
ＩＲや万博敷地へのアクセス
に必要となる観光外周道路

万博会場 【6】高架道路
物流と観光の動線
分離のための橋梁

夢洲等における交通インフラ整備
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ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ建設等 万博開催（4～10月）

● 基本計画策定

※撤去工事完了時期未定

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【6】

【7】

[事前調査]

[インフラ部]

[インフラ外部]

（浮桟橋・待合所）

（波除堤）

工事（開業準備込）

【9】 係留施設等
設計等

工事

（浮桟橋）
設計等

工事

（待合所等）

設計等 工事

観光外周道路 設計等 工事

【8】 鉄道（南ルート）

基本検討調査等

設計等 工事（開業準備込）

設計等

夢洲幹線道路 設計等 工事

高架道路 設計等 工事

舞洲東交差点立体交差化 設計等 工事

夢舞大橋（6車線化） 設計等
工事

（車道）
設計等

工事

（歩道）

此花大橋（6車線化等） 設計等 工事（車道） 設計等 工事（歩道）

舞洲幹線道路 設計等 工事 工事

大阪・関西万博

基本計画
検討･設計等 整地・ｲﾝﾌﾗ工事

検討･設計等

撤去工事
※

R5 R6 R7 R8 R9 R10

2025 2026 2027 2028

H30 R1 R2 R3 R4
項目

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
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夢洲等における交通インフラ整備



①CONPASの導入 新・港湾情報システム（CONPAS）

夢洲での追加整備（Ⅰ、Ⅱ 約240台分）

咲洲での追加整備（Ⅲ 約150台分）

ガントリークレーン整備 試行期間 本格稼働

社会実験 社会実験 社会実験

社会

実験
実施

検討・協議等

④荷捌き地の拡張（ｹﾞｰﾄ増設）
C12ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ拡張※2、ｹﾞｰﾄ増設

（※2 増設ゲート周辺部分）
検討・協議等 詳細設計

コンテナターミナル拡張工事

増設ゲート工事

工事

③ターミナルゲート時間延長 早朝等ゲートオープン時間の延長

②コンテナ車整理場の整備

詳細設計 工事

概略設計
詳細

設計

⑤咲洲シフト
船舶着岸場所一時移転

空コンテナ返却場所一時移転

検討・協議等 詳細設計

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
項目 概要

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

社会実験

順次

導入
概略・詳細設計、
試験期間中の改修

運用システム

導入

常時運用

R4.1.31～

供用開始

供用開始

試験運用等

R3.10実施

R4.1.27-28

位置図 供用開始後の状況

Ⅱ 160台分（新設）

万博開催
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物流交通対策概略工程（案）

※１ コンテナ車整理場

咲洲

夢洲

※１

夢洲コンテナ
ターミナル

Ⅰ 200→280台分（拡張）

Ⅱ

Ⅲ 150台分（新設予定）



至 夢舞大橋

立体高架道路

右折2車線
立体高架橋

左折2車線
平面左折可

（万博時のみ）

【2】舞洲幹線道路
（４車線⇒６車線）

【1】此花大橋
（４車線⇒６車線）

【3】舞洲東交差点

舞洲イメージ鳥瞰図
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← 咲洲方面

舞洲方面 →

夢洲コンテナ
ターミナル
（物流拠点）

【6】(仮称)夢洲北高架橋

【7】観光外周道路

【6】(仮称)夢洲南高架橋

【5】夢洲幹線道路
（４車線⇒６車線）

【8】鉄道（南ルート）

【9】
係留施設等

凡例

観光動線

物流動線

【4】夢舞大橋
（４車線⇒６車線）

夢洲

夢洲イメージ鳥瞰図
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9

来場者輸送対策協議会

準備会

検討会
協議会

「輸送計画（案）」
とりまとめ

具体的な取り組み

検討会の準備
（事業者・行政）

（学識経験者・事業者・行政）

事業者・行政
実務者

・協議会で検討する具体
的な取組みの基本とな
る「輸送計画（案）」
をとりまとめた。

・協議会で検討・調整
する「検討課題」を
抽出した。

登録申請→
【ＢＩＥ手続き】

基本計画→
【協会独自】

・検討会の検討成果を基に
来場者輸送の具体的な対
策について検討し、協議・
調整を行う。

・検討は主にＷＧ、専門部会
で行い、協議会で協議・調
整・取りまとめを行う。
＜専門部会＞

鉄道・バス 道路

水上輸送輸送円滑化



意見交換 ＜質疑応答の中で出た主なご意見＞

 ＣＯＮＰＡＳについて
・ＣＯＮＰＡＳの導入によってINゲートでの処理スピードが向上するが、港湾物

流の効率化のためには、ヤード内の処理スピードやアウトゲートでの処理ス
ピードについても同時に考えないといけない。また、トレーラーのターミナル
来場時間の平準化も重要。

 ターミナルゲート時間の延長
・ターミナル事業者の労働環境等を考慮し、万博の開催期間中ずっと継続するの

ではなく効果的なタイミングで実施すべき。

 大阪・関西万博における交通マネジメントについて
・一般交通に対するマネジメントについては、今後も引き続き関係者間で緊密な

連携をとりつつ対策を検討・実施する必要がある。

 今後の対応について
・通過交通等は夢洲以外からの影響が大きいため、夢洲の物流対策を考える上で

は夢洲・舞洲・咲洲を対象として拡大するべき。
・夢洲懇談会での議論は国際物流戦略チームの「今後の取組」へ反映する。
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